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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 年 11 月 14 日に公表した平成 24 年 3 月期（平成 23 年 4 月 1日～

平成24年3月31日）の業績予想および配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

１.業績予想の修正 
 

（1）平成 24 年 3 月期 通期 連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日）          （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり   
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 13,500 960 1,100 1,030 36 円 65 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,600 580 680 250 8 円 89 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,900 △380 △420 △780 ― 

増 減 率            （％） △14.1 △39.6 △38.2 △75.7 ― 

（ご参考）前期通期実績 
（平成 23 年 3月期） 11,682 848 1,015 1,092 38 円 91 銭 

 

 
（2）平成 24 年 3 月期 通期 個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日）          （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり  
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 12,600 810 890 870 30 円 96 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 10,800 480 520 150 5 円 33 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,800 △330 △370 △720 ― 

増 減 率            （％） △14.3 △40.7 △41.6 △82.8 ― 

（ご参考）前期通期実績 
（平成 23 年 3月期） 11,006 753 838 941 33 円 53 銭 

 
 

（3）修正の理由 

当社グループの主要顧客である半導体・エレクトロニクス業界の景況が、昨年央以降急激に冷え込ん

だことに加え、第 3四半期に入ってタイの洪水被害の影響が予想を超えて広がったこと、更に新興国の減

速や、ユーロ圏の債務危機、長期化する円高の国内輸出産業への影響等が相俟って、当第 3四半期連結会

計期間における当社グループの受注も大幅な減少を余儀なくされました。平成 24 年に入って、一部市場

において市況の回復の兆しが出てきておりますが、平成 24 年 3 月期通期売上については、当初予想より

減少することが避けられない状況です。 

加えて法人税率の引き下げ、繰延税金資産の回収可能性の見直しを加味した当期純利益の減少を含め、

平成 23 年 11 月 14 日に公表した平成 24 年 3 月期の連結業績予想を下方修正いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２.配当予想の修正 

（1）修正の内容 

 年間配当金額 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前回予想 

（平成 23 年 11 月 14 日発表） 
－ － － 5.00 5.00 

今回修正予想 － － － 2.00 2.00 

当期実績 － － －   

前期（平成 23 年 3 月期）実績 － － － 3.00 3.00 

 

（2）修正の理由 

当社の配当政策は、企業体質強化のための内部留保の充実を勘案しつつ、業績に裏付けられた安定的

な配当を継続して行うことを基本方針としております。 

当期の期末配当につきましては、平成 24 年 3 月期第 2 四半期決算発表時点（平成 23 年 11 月 14 日）

では 5円としておりましたが、第 3四半期連結累計期間の実績および今後の経営環境を踏まえ、通期の業

績予想を下方修正したことにより、上記のとおり配当予想額を一株当たり 2円に修正させていただきます。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は様々な要因により記載の予想数値とは異なる可能性があります。 

 

以  上 


